
2027年度自己推薦入試出願資格

利用できる語学資格・検定試験に関する注記

英語：
出願期間初日から遡って2年以内に受験(英検については2次試験)したものに限る。
各受験回の合計点のみを有効とする。複数回受験した場合でも、各技能の最高点の合算は行わない。

注1:TOEFL iBT®( Home Edition、Paper Editionを除く)についてはTest Dateスコアに限る(MyBestスコアは受け付けない)。
注2:TOEIC®L&Rのスコアに、TOEIC®S&Wのスコアを2.5倍にしたスコアを足した合計スコアを出願資格要件とする。
注3:IELTSはOne Skill Retakeによるスコアは受け付けない。再受験前のスコアに限る。またジェネラル・トレーニング・モジュールによるスコアも受け付けない。
注4：受験級は2級以上に限る（2級不合格の場合は対象外とする）。
注5:ケンブリッジ英語検定はB1 Preliminary、B2 Firstは｢for Schools｣も対象とする。また、4技能CBT Linguaskillは公開会場での受験に限る。

ドイツ語：
注:③に該当する場合は、事前審査が必要です。手続は2026年に公開する入学試験要項でご確認ください。

フランス語：
注:④に該当する場合は、事前審査が必要です。手続は2026年に公開する入学試験要項でご確認ください。

出願資格

以下の言語(英語、ドイツ語、フランス語)からいずれか1つを選び、選択した言語において定められている要件を満たすこと。

英語：
英語能力により出願する場合は、以下の①～⑦のいずれかに該当する者。

①TOEFL iBT®(Home Edition、Paper Editionを除く)42以上(注1)。
②TOEIC®L&RおよびTOEIC®S&W(IPテストを除く)合計1150以上(注2)。
③TEAP(4技能パターン) 225以上。
④IELTS(アカデミック・モジュールに限る。CDIを含む。IELTS Onlineを除く)4.0以上(注3)。
⑤実用英語技能検定(英検S-CBT、英検S-Interviewを含む)CSE2.0スコア　1980以上(注4)。
⑥GTEC（CBTタイプ、検定版Advancedタイプ）930以上。
⑦ケンブリッジ英語検定 A2 Key以上または4技能CBT Linguaskill 140以上(注5)。

ドイツ語：
ドイツ語能力により出願する場合は、以下の①～③のいずれかに該当する者。

①ドイツ語技能検定試験(独検)3級以上合格。
②ゲーテ・ドイツ語検定試験 Goethe-Zertifikat A2以上合格(青少年向け(Fit in Deutsch)含む)、もしくはオーストリア政府公認ドイツ語能力検定試験 ÖSD-
Zertifikat A2以上合格。
③上記①あるいは②と同等以上のレベルのドイツ語能力を証明する検定の合格(注)。

フランス語：
フランス語能力により出願する場合は、以下の①～④のいずれかに該当する者。

①実用フランス語技能検定試験(仏検)3級以上合格。
②DELF・DALFのDELF A2以上合格(DELFジュニア含む)。
③TCF A2以上合格。
④上記①～③と同等以上のフランス語能力を証明する検定の合格(注)。

英語文学文化専攻

以下の①～⑦のいずれかに該当する者。

①TOEFL iBT®(Home Edition、Paper Editionを除く)42以上(注1)。
②TOEIC®L&RおよびTOEIC®S&W(IPテストを除く)合計1150以上(注2)。
③TEAP(4技能パターン) 225以上。
④IELTS(アカデミック・モジュールに限る。CDIを含む。IELTS Onlineを除く)4.0以上(注3)。
⑤実用英語技能検定(英検S-CBT、英検S-Interviewを含む)CSE2.0スコア　1980以上(注4)。
⑥GTEC（CBTタイプ、検定版Advancedタイプ）930以上。
⑦ケンブリッジ英語検定 A2 Key以上または4技能CBT Linguaskill 140以上(注5)。

以下の言語(英語、ドイツ語)からいずれか1つを選び、選択した言語において定められている要件を満たすこと。

英語：
英語能力により出願する場合は、以下の①～⑦のいずれかに該当する者。

①TOEFL iBT®(Home Edition、Paper Editionを除く)42以上(注1)。
②TOEIC®L&RおよびTOEIC®S&W(IPテストを除く)合計1150以上(注2)。
③TEAP(4技能パターン) 225以上。
④IELTS(アカデミック・モジュールに限る。CDIを含む。IELTS Onlineを除く)4.0以上(注3)。
⑤実用英語技能検定(英検S-CBT、英検S-Interviewを含む)CSE2.0スコア　1980以上(注4)。
⑥GTEC（CBTタイプ、検定版Advancedタイプ）930以上。
⑦ケンブリッジ英語検定 A2 Key以上または4技能CBT Linguaskill 140以上(注5)。

ドイツ語：
ドイツ語能力により出願する場合は、以下の①～③のいずれかに該当する者。

①ドイツ語技能検定試験(独検)3級以上合格。
②ゲーテ・ドイツ語検定試験 Goethe-Zertifikat A2以上合格(青少年向け(Fit in Deutsch)含む)、もしくはオーストリア政府公認ドイツ語能力検定試験 ÖSD-
Zertifikat A2以上合格。
③上記①あるいは②と同等以上のレベルのドイツ語能力を証明する検定の合格(注)。

フランス語文学文化専攻

以下の資格I・Ⅱのいずれかに該当する者。

【資格I】
フランス語能力を有する者。具体的には、以下の①～④のいずれかに該当する者。
①実用フランス語技能検定試験(仏検)3級以上合格。
②DELF・DALFのDELF A2以上合格(DELFジュニア含む)。
③TCF A2以上合格。
④上記①～③と同等以上のフランス語能力を証明する検定の合格(注)。

【資格Ⅱ】
美術館等でのボランティア(またはそれに類似するプログラム)体験ないし教育普及プログラム等に継続的に参加した体験を持つ者。
但し、上記「ボランティア体験ないし教育普及プログラム等」とは、以下の①及び②のどちらも該当するものを指す。
①美術と関わりがある。
②学芸員またはそれに相当する職員を擁する展示専用の恒久的な施設で実施されている。個人見学または団体見学等への参加は含まない。

中国言語文化専攻
2027年度入試より募集停止

全専攻・プログラム共通

国文学専攻

ドイツ語文学文化専攻



日本史学専攻

日本史研究に強い意欲があり、高校時代に日本史学・日本考古学に関する活動に積極的に取り組んできた者で、以下の資格Ⅰ・Ⅱの両方に該当する者(注)。

【資格Ⅰ】
高等学校または中等教育学校の卒業見込みの者は最終学年第1学期まで、卒業している者は卒業時の全体の評定平均値が3.8以上の者。

【資格Ⅱ】
高等学校または中等教育学校卒業見込みの者は最終学年第1学期まで、卒業している者は卒業時の「歴史総合」（2単位以上）および「日本史探究」（3単位以上）の評
定平均値が4.5以上の者。

注：「日本史学・日本考古学に関する活動」は、正規授業内での活動のほか、校外活動も含む。具体的には、授業内・部活動・個人での探究活動（フィールドワー
ク、聞き取り調査、史料調査、発掘調査など）や、そうした活動に基づく学会・研究会などでの口頭発表、ポスター発表、論文・レポートの執筆などが挙げられる。

東洋史学専攻
2027年度入試より募集停止

西洋史学専攻

以下の①～⑦のいずれかに該当する者。

①TOEFL iBT®(Home Edition、Paper Editionを除く)42以上(注1)。
②TOEIC®L&RおよびTOEIC®S&W(IPテストを除く)合計1150以上(注2)。
③TEAP(4技能パターン) 225以上。
④IELTS(アカデミック・モジュールに限る。CDIを含む。IELTS Onlineを除く)4.0以上(注3)。
⑤実用英語技能検定(英検S-CBT、英検S-Interviewを含む)CSE2.0スコア　1980以上(注4)。
⑥GTEC（CBTタイプ、検定版Advancedタイプ）930以上。
⑦ケンブリッジ英語検定 A2 Key以上または4技能CBT Linguaskill 140以上(注5)。

以下の資格Ⅰ～Ⅲの全てに該当する者。

【資格Ⅰ】
高校時代までに、文学書、哲学書等の豊かな読書経験を持つ者。

【資格Ⅱ】
高等学校または中等教育学校の卒業見込みの者は最終学年第1学期まで、卒業している者は卒業時の全体の評定平均値が3.8以上の者。

【資格Ⅲ】
以下の言語(英語、ドイツ語、フランス語)からいずれか1つを選び、選択した言語において定められている要件を満たすこと。

英語：
英語能力により出願する場合は、以下の①～⑦のいずれかに該当する者。

①TOEFL iBT®(Home Edition、Paper Editionを除く)42以上(注1)。
②TOEIC®L&RおよびTOEIC®S&W(IPテストを除く)合計1150以上(注2)。
③TEAP(4技能パターン) 225以上。
④IELTS(アカデミック・モジュールに限る。CDIを含む。IELTS Onlineを除く)4.0以上(注3)。
⑤実用英語技能検定(英検S-CBT、英検S-Interviewを含む)CSE2.0スコア　1980以上(注4)。
⑥GTEC（CBTタイプ、検定版Advancedタイプ）930以上。
⑦ケンブリッジ英語検定 A2 Key以上または4技能CBT Linguaskill 140以上(注5)。

ドイツ語：
ドイツ語能力により出願する場合は、以下の①～③のいずれかに該当する者。

①ドイツ語技能検定試験(独検)3級以上合格。
②ゲーテ・ドイツ語検定試験 Goethe-Zertifikat A2以上合格(青少年向け(Fit in Deutsch)含む)、もしくはオーストリア政府公認ドイツ語能力検定試験 ÖSD-
Zertifikat A2以上合格。
③上記①あるいは②と同等以上のレベルのドイツ語能力を証明する検定の合格(注)。

フランス語：
フランス語能力により出願する場合は、以下の①～④のいずれかに該当する者。

①実用フランス語技能検定試験(仏検)3級以上合格。
②DELF・DALFのDELF A2以上合格(DELFジュニア含む)。
③TCF A2以上合格。
④上記①～③と同等以上のフランス語能力を証明する検定の合格(注)。

以下の資格Ⅰ～Ⅲのいずれかに該当する者。

【資格Ⅰ】
高等学校または中等教育学校の卒業見込みの者は最終学年第1学期まで、卒業している者は卒業時の全体の評定平均値が4.0以上の者で、これまでに社会的な現象や問
題に強い関心を持って取り組み、本専攻にて社会学を学びたいという強い意欲を持ち、合格後に本専攻に入学することを確約できる者。

【資格Ⅱ】
社会についての学習活動・課外活動・社会貢献活動などで顕著な実績を上げた者で、これまでに社会的な現象や問題に強い関心を持って取り組み、本専攻にて社会学
を学びたいという強い意欲を持ち、合格後に本専攻に入学することを確約できる者。

【資格Ⅲ】
以下の言語（英語、ドイツ語、フランス語）からいずれか1つを選び、選択した言語において定められている要件を満たす者で、グローバルな視野で社会的な現象や問
題に強い関心を持って学習や活動に取り組んできた者。

※資格Ⅲで出願した場合は、語学学習状況を考慮に入れて合否判定を行う（その際にCEFRを参照する）。

英語：
英語能力により出願する場合は、以下の①～⑦のいずれかに該当する者。

①TOEFL iBT®(Home Edition、Paper Editionを除く)42以上(注1)。
②TOEIC®L&RおよびTOEIC®S&W(IPテストを除く)合計1150以上(注2)。
③TEAP(4技能パターン) 225以上。
④IELTS(アカデミック・モジュールに限る。CDIを含む。IELTS Onlineを除く)4.0以上(注3)。
⑤実用英語技能検定(英検S-CBT、英検S-Interviewを含む)CSE2.0スコア　1980以上(注4)。
⑥GTEC（CBTタイプ、検定版Advancedタイプ）930以上。
⑦ケンブリッジ英語検定 A2 Key以上または4技能CBT Linguaskill 140以上(注5)。

ドイツ語：
ドイツ語能力により出願する場合は、以下の①～③のいずれかに該当する者。

①ドイツ語技能検定試験(独検)3級以上合格。
②ゲーテ・ドイツ語検定試験 Goethe-Zertifikat A2以上合格(青少年向け(Fit in Deutsch)含む)、もしくはオーストリア政府公認ドイツ語能力検定試験 ÖSD-
Zertifikat A2以上合格。
③上記①あるいは②と同等以上のレベルのドイツ語能力を証明する検定の合格(注)。

フランス語：
フランス語能力により出願する場合は、以下の①～④のいずれかに該当する者。

①実用フランス語技能検定試験(仏検)3級以上合格。
②DELF・DALFのDELF A2以上合格(DELFジュニア含む)。
③TCF A2以上合格。
④上記①～③と同等以上のフランス語能力を証明する検定の合格(注)。

哲学専攻

社会学専攻



社会情報学専攻

以下の①～⑦のいずれかに該当する者。

①TOEFL iBT®(Home Edition、Paper Editionを除く)42以上(注1)。
②TOEIC®L&RおよびTOEIC®S&W(IPテストを除く)合計1150以上(注2)。
③TEAP(4技能パターン) 225以上。
④IELTS(アカデミック・モジュールに限る。CDIを含む。IELTS Onlineを除く)4.0以上(注3)。
⑤実用英語技能検定(英検S-CBT、英検S-Interviewを含む)CSE2.0スコア　1980以上(注4)。
⑥GTEC（CBTタイプ、検定版Advancedタイプ）930以上。
⑦ケンブリッジ英語検定 A2 Key以上または4技能CBT Linguaskill 140以上(注5)。

以下の資格Ⅰ～Ⅲの全てに該当する者。

【資格Ⅰ】
高等学校または中等教育学校の卒業見込みの者は最終学年第1学期まで、卒業している者は卒業時の全体の評定平均値が4.0以上の者。

【資格Ⅱ】
教育学専攻での学修に強い意欲を持つ者。教育学専攻での学びに役立つと思われるすぐれた実績があり、それを明確に説明できることが望ましい。

【資格Ⅲ】
以下の言語(英語、ドイツ語、フランス語)からいずれか1つを選び、選択した言語において定められている要件を満たすこと。

英語：
英語能力により出願する場合は、以下の①～⑦のいずれかに該当する者。

①TOEFL iBT®(Home Edition、Paper Editionを除く)42以上(注1)。
②TOEIC®L&RおよびTOEIC®S&W(IPテストを除く)合計1150以上(注2)。
③TEAP(4技能パターン) 225以上。
④IELTS(アカデミック・モジュールに限る。CDIを含む。IELTS Onlineを除く)4.0以上(注3)。
⑤実用英語技能検定(英検S-CBT、英検S-Interviewを含む)CSE2.0スコア　1980以上(注4)。
⑥GTEC（CBTタイプ、検定版Advancedタイプ）930以上。
⑦ケンブリッジ英語検定 A2 Key以上または4技能CBT Linguaskill 140以上(注5)。

ドイツ語：
ドイツ語能力により出願する場合は、以下の①～③のいずれかに該当する者。

①ドイツ語技能検定試験(独検)3級以上合格。
②ゲーテ・ドイツ語検定試験 Goethe-Zertifikat A2以上合格(青少年向け(Fit in Deutsch)含む)、もしくはオーストリア政府公認ドイツ語能力検定試験 ÖSD-
Zertifikat A2以上合格。
③上記①あるいは②と同等以上のレベルのドイツ語能力を証明する検定の合格(注)。

フランス語：
フランス語能力により出願する場合は、以下の①～④のいずれかに該当する者。

①実用フランス語技能検定試験(仏検)3級以上合格。
②DELF・DALFのDELF A2以上合格(DELFジュニア含む)。
③TCF A2以上合格。
④上記①～③と同等以上のフランス語能力を証明する検定の合格(注)。

※出願資格に高等学校または中等教育学校の評定平均値が設定されている専攻・プログラムについて、「外国において学校教育における12年の課程を修了した」などの資格で出願を検討していて、高
等学校または中等教育学校の評定平均値を有していない場合は、出願期日よりも前に出願資格についての事前審査を受けていただくことになります。事前審査の詳細は現時点では決まっておりません
ので、2026年に公開する自己推薦入学試験要項でご確認ください。

学びのパスポートプログラム

以下の資格Ⅰに該当し、かつ、資格Ⅱ～Ⅴのいずれかに該当する者。

【資格Ⅰ】
学問領域を横断する多方面の内容に関心を持ち、自ら主体的に学ぶ意欲と行動力を有しており、高等学校または中等教育学校の卒業見込みの者は最終学年第1学期ま
で、卒業している者は卒業時の全体の評定平均値が3.8以上の者。

【資格Ⅱ】
高等学校または中等教育学校後期課程在籍期間中に、文化やスポーツの分野における全国または国際レベルの大会やコンクールにおいて、上位に入賞した経験を有す
る者、または、個人で秀でた能力を発揮した者。

【資格Ⅲ】
高等学校または中等教育学校後期課程在籍期間中に、校外活動、ボランティア活動、課外活動等において重要な役割を果たした者、または、特筆すべき実績をあげた
者。

【資格Ⅳ】
以下の①～⑦のいずれかに該当する者。

①TOEFL iBT®(Home Edition、Paper Editionを除く)42以上(注1)。
②TOEIC®L&RおよびTOEIC®S&W(IPテストを除く)合計1150以上(注2)。
③TEAP(4技能パターン) 225以上。
④IELTS(アカデミック・モジュールに限る。CDIを含む。IELTS Onlineを除く)4.0以上(注3)。
⑤実用英語技能検定(英検S-CBT、英検S-Interviewを含む)CSE2.0スコア　1980以上(注4)。
⑥GTEC（CBTタイプ、検定版Advancedタイプ）930以上。
⑦ケンブリッジ英語検定 A2 Key以上または4技能CBT Linguaskill 140以上(注5)。

【資格Ⅴ】
異なる文化的背景の人々と協働した経験を有する者。

教育学専攻

心理学専攻

以下の資格Ⅰ～Ⅲの全てに該当する者。

【資格Ⅰ】
高等学校または中等教育学校の卒業見込みの者は最終学年第1学期まで、卒業している者は卒業時の全体の評定平均値が4.0以上の者。

【資格Ⅱ】
合格後に本専攻に入学することを確約できる者。

【資格Ⅲ】
以下の(a)～(d)のいずれかに該当する者。

(a)一般社団法人日本心理学諸学会連合が実施する「心理学検定」で1級以上を取得している者。
(b)心理学系の学会等において発表した経験を有する者。
(c)数学Ⅲ・数学Cの両科目を履修し、その評定平均値が3.8以上の者。
(d)数学Ⅱ・数学B・数学Cのうち2科目以上を履修し、かつ、その評定平均値が4.3以上の者。


